
議 会 運 営 委 員  各 位
行政視察報告書作成にあたり、調査内容・感想等をご記入願います。
お忙しいところ恐縮ですが、１０月２８日（金）までに事務局へご提出願います。
なお、メール（gikai@city.fujieda.shizuoka.jp）での提出の場合は、様式は問いません。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　  氏　名　（　石井通春　）
	視   察   先
	茨城県  取手市

	研修テーマ（調査項目）
	議会改革の取り組みについて
（議会改革度ランキング全国１位の取組）

	1 取組の経緯・内容
・議会改革度NO１とされている議会での具体的な取り組みとは
・NO１を目指して進めてきたわけではない。たまたまの結果である。

・コロナの状況でズーム、オンラインを活用する事をすすめてきた事が結果につながった。

（改革ランキング指数に有効に反映された）

・その他は、女性議員7名による育休等をどうするかの特別委員会の設置など

・感染症対策会議（正副議長と会派代表者）によるオンライン会議を行った。100回以上

・サイドブックの機能を活用すればオンラインで採決まで可能である。

・360度カメラを使って、オンラインによる現地審査を行う。

・市民との意見交換会もオンラインによる実施。

・災害時の対応、平時でタブレットによる訓練の実施。メールやラインで議員の安否確認。

・予算書決算書の本配布は行わない。欲しい議員は別途購入。
2 今後の課題
・長年事務局に勤務する職員の影響が大きいのでは。議員が引っ張られている様子。
・通年制度はとっておらず、国の緊急事態宣言によって議会基本条例を改定した程度。（この時もタブレットの導入による）

・対面でなければ成り立たない事（タウンミーティング、現地審査など）は、別途の機会（対面や目視）を設けている。意見交換会は、公民館で行う。現地審査は、代表者が行く事を全議員が同意しているが、視察報告会を別途行うなど。オンラインで全ての解決にはならない。
3 本市に反映できると思われる点
・サイドブックによる活用がどれだけできるのか、救命していく事ではないか。
・コロナ後になってまで、オンライン主軸で進める事にどれほどの意義があるのか。一種のツールとして考えるべきではないのだろうか。

4 その他（感想、意見）
・視察の一問一答を音声録音（文字起こし）によって記録している事は迎えられる側としても有益では。

・改革度ランキングの指標自体が絶対価値のような風潮は危険だと感じる。



 議 会 運 営 委 員  各 位

行政視察報告書作成にあたり、調査内容・感想等をご記入願います。

お忙しいところ恐縮ですが、１０月２８日（金）までに事務局へご提出願います。
なお、メール（gikai@city.fujieda.shizuoka.jp）での提出の場合は、様式は問いません。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　 氏　名　（　石井通春　）

	視   察   先
	茨城県  牛久市

	研修テーマ（調査項目）
	議会改革の取り組みについて（YouTubeチャンネルの運用）

	1 　取組の経緯・内容

・市議会公式チャンネルの設定によるユーチューブ議会番組の作成。
・コロナで議会報告会が実施できない代わりのものとして広聴委員会で議論された。
・一番身近で経費も掛からないという理由でのユーチューブの選択。
・議会報告会で各委員会の動画の配信を行う。

・ユーチューブというだけで、子供うけ（小学生の見学時）するとのこと。
2 　今後の課題

・議会報告会が限られた人しか来ない、少数しか来ないと言った全国的な課題解決にはなかなか結び付かないようだ。
・議員のチャンネル登録者数も16名と登録していない議員も複数。

・双方向型の議会報告会は（オンラインによる）やはり今後の検討課題になっていた。
3 　本市に反映できると思われる点

・本会にの閲覧は少ないものの、議会報告会の閲覧は1000回を超えており、オンラインで行う事で実際の参加者数よりも多くあったので、効果が伺える。
・議員の側にも緊張感が生まれる。

4 　その他（感想、意見）
・予算決算を除く行政を所管する常任委員会が４つあり、複数に所属する議員もいるとの事。

・広報と広聴と委員会を分ける。広報広聴委員会が単なる市議会だより編集委員会にならない取組につながるのであろうか。



